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④授業は考える時間

読んでそのままなのですが、主体的に「考

える」ことが大切であると、改めて子ども

とともに教師も意識しよう！ということで

載せています。自分で考え、試行錯誤しな

がら己の意見を磨いていく。その過程の中

で「生き抜く力」を身についていく、と考

えているからです。知識や解決方法の記憶

だけでは、これからの社会を生き抜く力と

しては十分ではない。自ら考え、判断し、

行動するという総合的な力が必要であると

考えています。そういう意味での「考える」

と理解していただければありがたいです。

⑤振り返りを大事に

これは毎時の授業でのことです。その授

業を振り返り、自分なりに理解したこと、疑問などを整理するということです。

「ノートは宝物」とも関連するのですが、ノートにそれらを記述していきます。

とくに、生じた「疑問」は、これを整理して書くことで、疑問点がよりはっき

りと見えてくるでしょうし、次時の授業に接続することになります。また、自

分の考えの深まりや拡がりにもつながり、「学び」が創出されていきます。自

分なりに「疑問」の解決にアプローチすることは質の高い「学び」に直結する

でしょうし、その過程を「うちがく」「自主学習」とすることで、学びの循環

ができてくるでしょうし、それを期待するところもあります。「できた」でお

わるのではなく、「なぜ？」「もしこうすれば…」「もしかしてこう？」など、

子どもたちの思い、考えが深まり広がっていけばいいな、と考えています。

コロナ感染症拡大防止に関わって
これからＧＷとなりますが、基本的な感染対策については各ご家

庭でもどうぞよろしくお願いします。連休明け、元気な子どもたち

と出会えればと思っています。また、欠席されるときですが、学校

は電話回線が２本しかないため、できれば連絡帳等で連絡いただけ

ればありがたいです。が、状況にもよると思いますので、必要に応

じて電話で連絡してください。また、メール等での連絡についても、

今後検討していきたいと考えています。よろしくお願いします。


